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ADMIP: アジア乾燥地モデル比較プロジェクト
ADMIP: Asian Drylands Model Intercomparison Project
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本発表では、現在進行中の「アジア乾燥地モデル比較プロジェクト」について紹介する。このプロジェクトは、その
名が示すようにアジアに広く分布する乾燥地に焦点を当てる。降水量が少なく生物生産の小さい乾燥地は脆弱性が高く、
環境条件の年々変動も大きい。このような環境条件はモデル化が困難であり、そのためモデル不確実性が大きい。
　本プロジェクトの目的は、陸面モデルの予測の不確実性の大きさを示すことと、モデル予測の精度を向上させるこ

とである。参加モデルは 18を数え、この中には陸域生態系モデルと陸面モデルの両方が含まれる。これらのモデルは目
的や入出力変数が異なっているので、比較のためには多くの変数のデータがそろっているサイトが必要である。検討の
結果、Kherlenbayan-Ulaan（モンゴル）と Tongyu（中国）を比較サイトに設定した。また地上観測データのほか、衛星
画像データを援用し、またモデルのスピンアップには再解析データを利用する。
　実験は (0):デフォルトのパラメータ値を使った実験、(1):文献に記載されたパラメータ値を使った実験、(2):重要な変

数の再現性を高めるようにチューニングされたパラメータ値を使った実験の 3ステージに分かれている。発表では、ス
テージ 0と 1の結果の一部を示す予定である。
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